
F220
MANUAL

お使いになる前にこの取扱説明書をよくお読みになり
充分に理解してください。 お読みになった後は、お手
元に置いて保管してお使いください。

取扱説明書
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お持ちの製品の仕様が異なる場合があります。
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品名・型番 BONECO AIR SHOWER FAN F220 

電圧 100V

周波数 50/60Hz

消費電力 36W

最大運転音 58dB(A)

風量 1260m3 / h

風速 3.9m/秒

寸法（幅×奥行×高さ）（約） 375 × 375 × 850mm （パイプ取り付け時）

本体質量 （約） 6.7kg

仕様

記載されている内容は予告なく変更されることがあります。
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セット内容

ファンユニット パイプ ベース

クイックマニュアル

ご購入のお客様へ

BONECO AIR SHOWER FAN をお買い上げいた
だき、誠にありがとうございます。本製品は使いか
たに合わせて風量を調整できます。風量を弱めにし
て おくと、暑い日でも住まいに快適な風を送ること
ができます。また、エアコンを使用している場合には、
パワフルなファンが部屋全体に冷気を行き渡らせ、
均一な温度に保つことができます。

BONECO AIR SHOWER FAN の開発で特に重視
されたのが、お手入れのしやすさと優れた耐久性で
す。独特なフォルムの羽根は最小限の電力でムラ
のない風を生み出し、環境にも配慮したものとなっ
ています。 BONECO AIR SHOWER FAN はスタ
イリッシュなデザインを採用しており、お部屋の雰囲
気に溶け込みますので、年間を通してお使いいただ
けます。

BONECO AIR SHOWER FAN を末永くご愛用
いただけることを願っております。

はじめに

安全上のご注意・
保証書
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設置

  パイプを使わず、ベースに直接ファンユ
ニットを取り付けることもできます。

 パイプやファンユニットを取り付ける際
は指を挟まないようにご注意ください。

ベースを水平で安定した場所に置きます。 パイプ下部の半円マークとベース上部の半円マーク
の位置を合わせて、パイプを差し込みます。

ファンユニット下部の半円マークとパイプ上部の半円
マークの位置を合わせて、ファンユニットを差し込みます。

電源コードをコンセントに差し込みます。 風量ダイヤルで風量を調整します。

5

2
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1 風量ダイヤル
2 ファンユニット
3  ロック解除ボタン
4 パイプ
5 ベース

外観と各部の名称

1

2

5

3

4

3
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使い方

BONECO AIR SHOWER FAN は、簡単にお使い
いただけるようなデザインを採用しています。

風量ダイヤルを回して、風量を4段階で調節でき
ます。電源を切るには0に合わせます。

向きの調整

ファンユニットは、手動で270°傾けることができ
ます。

高さの調整

電気部品はすべてパイプに完全に組み込まれて
います。パイプの取り付け、取り外しにより、高さ
を調節できます。

使い方

270°

 ファンユニットを左右に回転することは
できません。無理に回転させると、製品
の破損やけがの原因になります。

 ファンユニットは360°回転しませんので
ご注意ください。
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天井が高い部屋の場合

天井が高い部屋でエアコンを使用していると、冷
たい空気が下にたまり、暖かい空気が上にたまっ
てしまいます。BONECO AIR SHOWER FAN 
を上に向ければ、心地よいエアシャワーを感じる
ことができます。

外気を取り入れる場合

BONECO AIR SHOWER FAN を使用すれば、
効率の良い室内換気が可能になります。換気が
不十分な場合には、外気を窓から直接室内に導く
ことができます。

上層階に送風する場合

夏場は特に、上層階が高温になることがよくあり
ます。パワフルな BONECO AIR SHOWER 
FAN を使用して一階から上層階に冷風を直接送
ると、均一な温度を保つことができます。

エアコンを使用している場合

エアコンはさまざまな方法で温度を配分していま
す。BONECO AIR SHOWER FAN を併用して
エアコン方向に空気を送れば、図のように直接ま
たは間接的に空気を循環できるようになります。

性能について

BONECO AIR SHOWER FAN は、大量の空気
を送風できる高性能なファンを装備しています。
この機能を活用すれば、空気を特定の方向に導
き、均一な室内環境を実現することができます。
こちらに活用例をご紹介します。

設置場所のポイント
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安全上のご注意

 お手入れを始める前に、電源プラグを必
ずコンセントから抜いてください。感電
やケガにつながるおそれがあります。

シンナー・ベンジン・研磨剤入り洗剤・
みがき粉・たわし・ナイロンや金属製の
たわしは使わないでください。

本体のお手入れ
BONECO AIR SHOWER FAN は、簡単なお手
入れで長い期間お使いいただけるような設計と
なっています。本製品は基本的に、乾燥した布で
清掃することができます。

汚れがひどいときは、台所用中性洗剤を薄めた水
に布をひたしてかたく絞り、汚れを拭き取ってくだ
さい。

お手入れ
羽根のお手入れ

1. ファンユニットを上に向け、安全ネジを
外します。

2. ガードを反時計回りに少し回して取り外
します。

3. スピンナーを時計回りに半分回して外し
ます。

4. 羽根を取り外し、汚れを拭き取ります。

5. 逆の手順で羽根とガードを再度取り付け
ます。

6. ガードの凸部が下図の位置にあることを
確認して、安全ネジを締めます。
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取り外しかたと保管
 パイプは脱着式であることに注意
してください。ファンユニットを別の場
所に移動させる場合には、取り外せる部
品をすべて取り外し、それらの部品を目
的の場所に運んでから、再度組み立てて
ください。

 入っていたケースに梱包していただく
と、簡単かつ効率的に保管できます。
BONECO AIR SHOWER FAN を湿気の
少ない場所で保管してください。

5

パイプを引き抜いて取り外します。

3

ファンユニットを引き抜いて取り外しま
す。

4

ベースのロック解除ボタンを押します。

1

電源プラグをコンセントから抜きます。

2

パイプのロック解除ボタンを押します。
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